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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単かつ容易に、しかも多量生産しながら、遊
山箱本体に遊山箱蓋を脱着可能に連結して開口部を閉塞
できる阿波和紙の遊山箱を提供する。
【解決手段】遊山箱本体２０は、外側に積層されてなる
外側板紙と、この外側板紙の内側に積層して固定されて
なる内側板紙とを有しており、遊山箱本体２０の開口部
２１の端縁において、外側板紙が内側板紙よりも延長し
ている。さらに遊山箱本体２０は、外側板紙の延長部１
１を内側に折り込んで遊山箱本体２０の厚みを一部増加
させることにより段差を設けており、段差によって形成
された線状の溝２６に遊山箱蓋２２を案内して、遊山箱
蓋２２が遊山箱本体２０と脱着可能に連結して開口部２
１を閉塞できる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一方向に開口した箱形の遊山箱本体(20)と、
　前記遊山箱本体(20)の開口部(21)から出し入れ可能であり、遊山箱本体(20)の内部に収
納されて、かつ多段に積層されてなる複数の引き出し(30)と、
　前記遊山箱本体(20)内に前記引き出し(30)を収納した状態で、遊山箱本体(20)の開口部
(21)を開閉可能な平板状の遊山箱蓋(22)と、
を有する阿波和紙の遊山箱であって、
　前記遊山箱本体(20)、引き出し(30)及び遊山箱蓋(22)が板紙からなり、
　遊山箱本体(20)は、外側に積層されてなる外側板紙(19)と、この外側板紙(19)の内側に
積層して固定されてなる内側板紙(9)とを有しており、遊山箱本体(20)の開口部(21)の端
縁において、外側板紙(19)が内側板紙(9)よりも延長しており、
　さらに遊山箱本体(20)は、該外側板紙(19)の延長部(11)を内側に折り込んで遊山箱本体
(20)の厚みを一部増加させることにより段差を設けており、該段差によって形成された線
状の溝(26)に前記遊山箱蓋(22)を案内して、遊山箱蓋(22)が遊山箱本体(20)と脱着可能に
連結して開口部(21)を閉塞できることを特徴とする阿波和紙の遊山箱。
【請求項２】
　請求項１に記載の阿波和紙の遊山箱において、
　前記遊山箱本体(20)、引き出し(30)及び遊山箱蓋(22)の表面に、表面紙(4)を接着して
なることを特徴とする阿波和紙の遊山箱。
【請求項３】
　請求項２に記載の阿波和紙の遊山箱において、
　前記表面紙(4)が和紙であることを特徴とする阿波和紙の遊山箱。
【請求項４】
　請求項３に記載の阿波和紙の遊山箱において、
　前記表面紙(4)の和紙が天然染料によって染色されていることを特徴とする阿波和紙の
遊山箱。
【請求項５】
　請求項１に記載の阿波和紙の遊山箱において、
　前記引き出し(30)が３段に積層されてなることを特徴とする阿波和紙の遊山箱。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、阿波和紙の遊山箱に関するものであって、詳しくは表面に紙を貼付した阿波
和紙の遊山箱に係る。
【背景技術】
【０００２】
　従来より種々の箱が製作されてきた。例えば弁当箱、裁縫箱、薬箱のように特定の品を
収納する箱や、あるいは方形扁平の箱を複数段に重ね、最上部の箱に遊山箱蓋を合わせた
重箱、その他、入れ子式の箱など、様々な形態の箱が考案されている。また、素材も多様
であり、木、石、象牙、金属など種々にわたる。加えて箱に装飾が施されることもあり、
例えば漆工芸では蒔絵、漆絵、木画（もくが）、平文（ひようもん）、螺鈿など、金工で
は毛彫、透彫（すかしぼり）、象嵌など、またそれらを組み合わせた様々な手法が駆使さ
れて、美しく荘厳された箱もある。
【０００３】
　上記のような美術的要素の高い箱の製作においては、専門家に依存する部分が高いが、
一方、比較的単純な形状の箱の周囲に装飾紙を貼付することで、容易に箱の意匠性を高め
る手法も開示されている（例えば特許文献１）。このような装飾貼箱を図２８に示す。図
２８の装飾貼箱５００は、身箱５０３の外面に和紙５０４を貼着している。また図２８（
ａ）は、この装飾貼箱５００の分解斜視図である。身箱５０５は底面５０１の回りに２枚
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の側板５０２及び妻板５０３をそれぞれ連接して組み立てられている。一方、和紙５０７
は、表面に美麗な印刷が施されており、裏面の全面には粘着材５０８が塗着され、さらに
この粘着剤５０８を保護するための離型紙５０９が積層されている。和紙５０７を身箱５
０５に貼付する際には、図２８（ｂ）に示すように、離型紙５０９を引きはがして粘着剤
５０８側を身箱５０５の外面に貼着する。これにより美しい印刷面が箱の外面を装飾した
装飾貼箱５００となる。
【０００４】
　しかしながら、精細な形状の細工箱の表面に紙を貼付する場合、箱の形状が緻密であっ
て製造工程が複雑になりかねない。特に箱の露出する全ての領域、すなわち内側及び外側
に紙を貼付する形態にあっては、箱の内側の隅など狭い空間にまで紙を貼付する必要があ
る。したがって細かい作業が要求されるため、製作するのに手間や時間がかかる問題があ
った。
【０００５】
　一方、携帯可能な弁当箱として遊山箱（ゆさんばこ）が知られる。通常の遊山箱の造り
は、外箱に収納される三段重ねの引き出しを有しており、さらに引き出しを収納した状態
で外箱を閉塞する蓋と、持ち運び用の取っ手を備える。この遊山箱は木製であって、様々
な大きさに手作りされるのが一般的である。そして山野などに出かける際には引き出しに
おかずなどを詰めて携行することで、持ち運びできる子供用のお弁当箱として伝統的に利
用されていた。近年では、この遊山箱の独特の風情によって箱の魅力が見直されている。
ただ、製作に手間がかかるなど生産性が低いためコスト高となり、汎用性に乏しいのが実
状であった。
【特許文献１】特開平１－３２０１４４号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案は、従来のこのような問題点を解決するためになされたものである。本考案の主
な目的は、簡単かつ容易に、しかも多量生産しながら、遊山箱本体に遊山箱蓋を脱着可能
に連結して開口部を閉塞できる阿波和紙の遊山箱を提供することにある。また、本考案の
他の大切な目的は、周壁を厚くして強固な構造としながら、能率よく綺麗に製作できる阿
波和紙の遊山箱を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本考案の一の阿波和紙の遊山箱は、少なくとも一方向に
開口した箱形の遊山箱本体２０と、遊山箱本体２０の開口部２１から出し入れ可能であり
、遊山箱本体２０の内部に収納されて、かつ多段に積層されてなる複数の引き出し３０と
、遊山箱本体２０内に引き出し３０を収納した状態で、遊山箱本体２０の開口部２１を開
閉可能な平板状の遊山箱蓋２２とを有する。また遊山箱本体２０、引き出し３０及び遊山
箱蓋２２は板紙からなる。さらに遊山箱本体２０は、外側に積層されてなる外側板紙１９
と、この外側板紙１９の内側に積層して固定されてなる内側板紙９とを有しており、遊山
箱本体２０の開口部２１の端縁において、外側板紙１９が内側板紙９よりも延長している
。そして、この遊山箱本体２０は、外側板紙１９の延長部１１を内側に折り込んで遊山箱
本体２０の厚みを一部増加させることにより段差を設けており、段差によって形成された
線状の溝２６に遊山箱蓋２２を案内して、遊山箱蓋２２が遊山箱本体２０と脱着可能に連
結して開口部２１を閉塞できる。
【０００８】
　また、本考案の他の阿波和紙の遊山箱は、遊山箱本体２０、引き出し３０及び遊山箱蓋
２２の表面に、表面紙４を接着してなることを特徴とする
【０００９】
　また、本考案の他の阿波和紙の遊山箱は、和紙であることを特徴とする。
【００１０】
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　また、本考案の他の阿波和紙の遊山箱は、表面紙４の和紙が天然染料によって染色され
ていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本考案の他の阿波和紙の遊山箱は、引き出し３０が３段に積層されてなることを
特徴とする。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案の阿波和紙の遊山箱は、板紙を利用する。これにより箱の構造を頑丈としつつ、
全体の重量を軽量にできる。したがって運搬が容易となる。特に内側と外側とに板紙を積
層させることで、より一層構造を屈強にすることができる。また紙製であるため、裁断や
折曲、接着などの加工が容易であり、したがって作業を簡便化でき生産性を高められる。
また、不要の際には焼却せずに紙のリサイクルとして回収できるため、廃棄処理の負担が
軽減する。
【００１３】
　また、外側板紙を内側に折り込んで遊山箱本体の厚みを一部増加させ、相対的に高低差
を設けることにより、溝を成形する構造とすることで、簡易にかつ安定した溝を得られる
。これにより、彫り込むことで溝を成形する従来の場合と比較して、削りくずを発生しな
いため環境に優しい。また、単に板紙を折り返すことで、常に一定した厚みを積層させる
ことができる。したがって多量生産においても、常に深さの安定した溝を迅速に得られる
。また外側板紙２を折り込むことにより、２重の板紙で開口部を縁取りする構造となる。
これにより開口部をしっかりと補強して頑強な枠体とできる。
【００１４】
　さらに本考案の阿波和紙の遊山箱は、箱の表面を表面紙で接着する構造とする。この結
果、板紙とこれを被覆する表面紙とが同一の材質であるため、双方の接着性が高まる。ま
た質感や色彩、模様などに応じて紙を適宜選択することで、遊山箱の外観を自在に変化さ
せることができ、箱の意匠性や汎用性を高められる。また外面の紙によって湿気や損傷な
どから箱本体を保護でき、遊山箱自体の耐性が向上する。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本考案の実施例を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施例は、本考
案の技術思想を具体化するための阿波和紙の遊山箱を例示するものであって、本考案は阿
波和紙の遊山箱を以下のものに特定しない。さらに、この明細書は、実用新案登録請求の
範囲を理解しやすいように、実施例に示される部材に対応する番号を、「実用新案登録請
求の範囲」および「課題を解決するための手段」の欄に示される部材に付記している。た
だ、実用新案登録請求の範囲に示される部材を、実施例の部材に特定するものでは決して
ない。また、図において、同一の名称、符号については同一もしくは同質の部材を示して
おり、詳細説明を適宜省略する。なお、一部の実施例、実施形態において説明された内容
は、他の実施例、実施形態等に利用可能なものもある。
【実施例１】
【００１６】
　具体的に実施例１に係る阿波和紙の遊山箱（以下、単に「遊山箱」と記載する場合があ
る。）の斜視図を図１に、また阿波和紙の遊山箱１００の分解斜視図を図２にそれぞれ示
す。図１及び図２の遊山箱１００は、左手前方向に開口した遊山箱本体２０と、この遊山
箱本体２０内に収納可能な複数の引き出し３０と、また遊山箱本体２０の開口部２１を開
閉できる遊山箱蓋２２とを主に有する。また、図１は遊山箱本体２０内に引き出し３０を
収納した状態（以下、「収納状態」と記載することがある。）を、図２は遊山箱本体２０
より引き出し３０を引き出した状態（以下、「開放状態」と記載することがある。）をそ
れぞれ表す。
【００１７】
　具体的には図２に示すように、遊山箱本体２０は四角形の箱形であり、箱の内部には空
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洞が形成されて開口部２１へと連通している。この開口部２１より複数の引き出し３０を
出し入れでき、引き出し３０は遊山箱本体２０の内部にて多段に積層された姿勢で収納さ
れる。また遊山箱本体２０の開口部２１の周縁近傍には、鉛直方向に凹状の溝２６が形成
されている。この溝２６に遊山箱蓋２２の板厚を嵌め込んだ状態で遊山箱蓋２２を上下に
摺動することにより、開口部２１を開閉可能とする。つまり、図２の開放状態において、
遊山箱蓋２２の下部を溝２６の上部に嵌着し、この遊山箱蓋２２を下方に移動させると、
図１に示す収納状態となる。さらに、この収納状態から遊山箱蓋２２を上方向に引き上げ
れば図２に示す開放状態となり、遊山箱本体２０内に収納された複数の引き出し３０が表
れて手前に引き出し可能となる。すなわち遊山箱１００は、遊山箱本体２０の溝２６に遊
山箱蓋２２を案内して、遊山箱蓋２２が遊山箱本体２０と脱着可能に連結して開口部２１
を閉塞できる構造を備える。
【００１８】
　一方、図２の例では遊山箱蓋２２の上部の厚みを大きくして、遊山箱蓋２２の表面に段
差を設けている。この段差を指掛け部５０として、つまり、この段差に指を掛けて遊山箱
蓋２２の摺動を容易にしている。また、図１及び図２では略同サイズの引き出しを３段に
重ねて表現しているが、全ての引き出しが遊山箱本体２０の内部に積層して収納できる構
造であれば、引き出しの総数や各引き出しの内部の深さについては特に限定しない。
【００１９】
　さらに遊山箱本体２０の側面２０ｂに、少なくとも一部を開口した窓部２４を設けても
よい。図１、図２の例では、遊山箱本体２０の開口部２１側と隣接する両側面２０ｂ側に
、円状の窓部２４を備える。これにより収納状態においても、窓部２４を介して引き出し
３０の側面の一部を視認でき意匠性を高められる。また図２の例では引き出し３０が３段
に積層されており、最上部の引き出し３０と遊山箱本体２０の天板２０ａは多少離間され
ている。この隙間に指を挿入し、最上部の引き出し３０上端に指を掛ければ、引き出し３
０を手前側に引き出し易い。また、遊山箱本体２０の天板２０ａには提げ手２５を装着し
てもよく、これにより遊山箱１００を携帯しやすくなり好ましい。
【００２０】
　（箱の材質）
　また、阿波和紙の遊山箱１００は板紙より構成される。すなわち遊山箱の表面に被覆さ
れる、後述の表面紙４と同じ紙製であるため、双方の接着性が高まる。さらに紙は切断や
折曲、組み立てなどの加工が容易であり、また箱全体を軽くできる。また比較的安価で、
入手しやすく、大量生産可能でる。特に抄紙した紙を２層以上に結合させた板紙を重ねて
使用することで、軽量であるにもかかわらず耐衝撃性に優れた頑丈な構造とでき好ましい
。
【００２１】
　（表面紙）
　また、実施例１の阿波和紙の遊山箱１００は、これを構成する遊山箱本体２０、引き出
し３０及び遊山箱蓋２２の表面に、表面紙４を接着している。表面紙４は、植物の繊維を
含有する和紙、あるいは植物繊維に限定されず化学繊維やフィルムなどの合成樹脂を主原
料とする合成紙を利用できる。和紙は、長い繊維同士が緊密に絡み合っているため、折っ
たり引っ張ったりしても絡み合いが容易に解けず、繊維が抜けない。したがって薄くても
丈夫であり、また耐久性に優れる。一方、合成紙であれば防湿性・耐候性などの特徴を享
受できる。さらに紙の表面に樹脂、プラスチックフィルム、アルミ箔、あるいは別の紙材
などの保護膜で被覆し、これを加熱、圧着してラミネート加工した加工紙を利用してもよ
い。これにより強度や耐性を一層向上させるなど種々の機能を付加した紙とできる。
【００２２】
　実施例１の遊山箱では和紙を使用した。具体的には、コウゾ・ミツマタ・ガンピなどの
靱皮（じんぴ）繊維を主原料とし、木灰やソーダ灰などのアルカリ性で煮て、不純物を溶
かし去る。さらに繊維をほぐし、これを抄紙して和紙を得た。和紙を利用することで、原
料の植物の繊維のもつ自然な色彩や光沢などが十分に発揮され、箱の意匠性を高められる
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。また、和紙は薄くても丈夫な特質を有するため、箱の強度が高まり好ましい。
【００２３】
　さらに、紙は顔料や染料によって有色としてもよい。実施例１の和紙では、植物・動物
・鉱物から得た天然染料によって染色されており、具体的にはベニバナ、タイセイ(大青)
、茜（あかね）、藍、コチニール、ロッグウッドなどを利用できる。天然染料による着色
は独特の色彩と風合いを備えるため、和紙の質感と相俟って一層の意匠効果が高まる。ま
た抄紙工程において、天然系の染料で植物の繊維を染色することで、精製された和紙にお
ける色落ちを回避できる。さらに合成染料の使用と比較して、染色工程での廃液による環
境負荷を低減でき好ましい。また、和紙として阿波和紙を利用することで、阿波和紙の色
、風合いを生かした遊山箱とでき好ましい。さらに藍や黄檗（きはだ）、千振を使って染
めた阿波和紙を使用すれば、一層意匠性を高められる。以下に遊山箱の各部材について、
製作方法と併せて詳しく説明する。
【００２４】
　（遊山箱本体）
　図３は、図２に示す遊山箱本体のＩＩＩ－ＩＩＩ’線における断面図である。図３に示
すように、遊山箱本体２０は、主に２層の板紙から構成される。すなわち外側に積層され
てなる外側板紙１９と、この外側板紙１９の内側に積層して固定されてなる内側板紙９と
を有する。このような板紙の２層構造は以下のようにして得られる。
【００２５】
　まず図４に示すように、内側板紙９、外側板紙１９、表面紙４を矩形状にそれぞれ裁断
する。そして内側板紙９と内側用表面紙４ａとを接着して合紙３９とし（図４（ａ））、
図５の状態とする。この和紙付き合紙３９と、外側板紙１９とを、遊山箱本体２０の展開
図に相当するよう所定の形状にそれぞれ平版打ち抜き機（アローカット）で抜型する（図
６（ａ）、図６（ｂ））。そして図７（ａ）、図７（ｂ）に示すように、合紙３９及び外
側板紙１９を各々組み立てて、少なくとも一方向に開口した箱形とする。さらに箱形の形
状を維持するようテープなどで仮止めして、遊山箱本体の本体２７ａ、本体外側２７ｂを
得る。続いて、本体外側２７ｂの内側に本体内側２７ａを積層して双方を固定する。また
図８の本体外側２７ｂの端縁領域（図の円状領域）における拡大図を図９に示す。この図
に示すように、遊山箱本体２０の開口部２１の端縁において、外側板紙１９が内側板紙９
よりも延長している。さらに、この外側板紙１９の延長部１１を内側に折り込んで遊山箱
本体２０の厚みを一部増加させることにより段差を設ける。そして、箱の厚みの相違によ
って線状の溝２６を形成している。
【００２６】
　この溝２６についてさらに詳しく説明する。溝２６は　図３に示すように断面形状が凹
状に形成されている。この凹状において、一段低い底部１２を１層の板紙の厚みとしてこ
れを基準とし、両隣に隣接する一対の土手部１３、２３を、板紙の厚みを増加させること
で実現している。すなわち、一方の土手部１３は、外側板紙１９と内側板紙９とを積層さ
せて２層に固定して実現する。そして他方の土手部２３は、外側板紙１９の端縁を内側に
折り返すことで板紙を２層に重ね、厚みを稼ぐことにより達成する。このように厚みを増
加させて、これを溝２６の壁とすることで、遊山箱本体の構造を頑丈としつつ、容易に溝
を成形できる。特に実施例１の形態であれば、板紙であるため、この折り込み作業が簡易
に達成でき、すなわち溝２６を簡単に形成できる。
【００２７】
　さらに本体外側２７ｂの表面に、外側用の表面紙４ｂを接着する。まず図１０に示すよ
うに、外側用表面紙４ｂを所定のサイズにポンスで抜く。外側用表面紙４ｂは本体外側２
７ｂの展開形状に略一致しているが、外側用表面紙４ｂを本体外側２７ｂに被覆した際に
、開口部の端部において内側に折り返し、さらに溝を２６被覆できる大きさとする。この
外側用表面紙４ｂを裁断した後、図１１に示すように、外側用表面紙４ｂの所定の位置に
遊山箱本体２０を配置した状態で、にかわ、ボンドなどの接着材を介して外側用表面紙４
ｂを遊山箱本体２０の表面に接着する。これにより図３に示すように、外側板紙１９で構
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成された本体外側２７ｂの表面を外側用表面紙４ｂが貼着する。詳しくは、外側用表面紙
４ｂが、本体外側２７ｂの外面側から外側板紙１９の折り返し領域、さらに溝２６を経て
、既に貼着されている内側用表面紙４ａ上の一部に積層して接着する。この結果、遊山箱
本体２０の外側及び内側の表面のほぼ全てを表面紙で被覆することとなり、板紙の下地面
が露出されない。特に、内側板紙９を組み立てる前に、予め内側板紙９と内側用表面紙４
ａとを合紙３９とし、この合紙３９を組み立て本体内側２７ａとする形態によって、表面
紙の被覆による手間を極めて低減することができる。
【００２８】
　このように本体外側２７ｂの表面に外側用表面紙４ｂを被覆し、さらに外側用表面紙４
ｂの最端部を、本体内側２７ａの内側に既に貼着された表面紙４ａ上に積層させる形態と
する。これにより図３に示すように、上下の表面紙４ｂ、４ａの間に、２層の板紙を狭着
する構造とできる。すなわち上下の表面紙が２層の板紙をまとめて包み込むことで、内側
板紙９と外側板紙１９同士を接着材を塗布することなく、確実にかつ簡便に２層の板紙を
【００２９】
　さらに、曲線を帯びた端縁を表面紙で接着する際には、表面紙の一部に切り込みを入れ
ることで、曲線状に沿って表面紙を貼付しやすくできる。例えば、図１０及び図１１に示
すように、外側用表面紙４ｂは、遊山箱本体２０の円状の窓部２４に相当する円状の開口
部を備えており、この表面紙の開口部の端縁に沿って、所望の間隔で切り込みを形成して
いる。これにより窓部２４の端面で外側用表面紙４ｂを内側方向に折り返す際に、外側用
表面紙４ｂの折り目を窓部２４の曲線状と略一致させることができ好ましい。
【００３０】
　さらに図１２に示すように、遊山箱本体２０の天板２０ａに提げ手２５を入れる孔を開
口し、この孔に提げ手２５をボンドなどの接着材で固定する。
【００３１】
　実施例１では板紙として山陽板紙シルクボール７０．５Ｋを使用し、また表面紙４とし
ては、阿波手漉き和紙（忌部紙薄口）を用いた。さらに板紙と和紙との接着材としては、
にかわを利用した。これにより、接着ムラを抑制しつつ溝などの極狭い領域であっても板
紙の表面の隅々まで確実に和紙を被覆できるため好ましい。
【００３２】
　また図１３は、実施例１の遊山箱本体２０に係る抜本型を示した平面図であり、実線は
切断線であって破線は折り目線を表す。さらに図１３（ａ）は本体内側２７ａの型を、ま
た図１３（ｂ）は本体外側２７ｂの型をそれぞれ示す。ただ、図１３（ｂ）の型には、一
部、遊山箱蓋２２の型を含んでおり、この遊山箱蓋２２の型に相当する領域を斜線を付し
てある。このように一の抜本型に複数の部材の型を配置することで、板紙の不要な余白領
域を低減して型取りの効率性を高められる。すなわち板紙を有効に利用でき好ましい。さ
らに図１４に、外側用表面紙４ｂの抜本型を示す平面図を一例として示す。
【００３３】
　（遊山箱蓋）
　また、阿波和紙の遊山箱１００は、上記遊山箱本体２０に形成された溝２６に案内され
て、開口部２１を閉塞可能な遊山箱蓋２２を備える。この遊山箱蓋２２は以下のようにし
て製作される。実施例１の遊山箱蓋２２では、上記遊山箱本体２０と同時に型抜きした遊
山箱蓋用板紙４９を利用する。ただ、遊山箱蓋用板紙４９を単独で成形してもよい。まず
、図１５（ａ）に示すように、遊山箱蓋用板紙４９の一端を折り目線にて折り曲げ、さら
に図１５（ｂ）のように、この一端側が板紙の幅広側の面上に接するよう折り返して、両
面テープ、ボンドなどで固定する。これにより遊山箱蓋２２の厚みの違いから段差を生じ
、指掛け部５０とできる。
【００３４】
　次に、この遊山箱蓋用板紙４９を被覆する表面紙４（阿波手漉き和紙忌部紙薄口１０９
１×７８８）を四角形状に裁断する（図１６（ａ）、図１６（ｂ））。そして図１６（ａ
）の一点鎖線で示すように、外側用表面紙４ｂの四隅の角を切り落とす。これにより遊山
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箱蓋２２に対する外側用表面紙４ｂの貼り加工が容易となる。さらに糊付け機などで表面
紙４にのり付けする。続いて図１７（ａ）に示すように、のりが塗布された外側用表面紙
４ｂの略中央域であって、糊の塗布面上に、遊山箱蓋用板紙４９の指掛け部５０を有する
面側が接面するよう配置する。そしてこの外側用表面紙４ｂでもって遊山箱蓋用板紙４９
を包み貼りし、図１８の状態とする。さらに遊山箱蓋２２の裏面側を内側用表面紙４ａに
より接着する。これにより図１９に示す、遊山箱蓋用板紙４９の露出面を表面紙４でもっ
て略全て被覆した遊山箱蓋２２とできる。
【００３５】
　（引き出し）
　また、遊山箱本体２０の内部に、多段に積層されて収納される複数の引き出し３０は、
上記の遊山箱本体２０と同質である２層の板紙と表面紙４から構成されており、以下のよ
うにして製作される。まず図２０に示すように、内側板紙９、外側板紙１９、表面紙４を
矩形状にそれぞれ裁断する。そして内側板紙９と内側用表面紙４ａとを接着して合紙３９
とし（図２０（ａ））、図２１の状態とする。この和紙付き合紙３９と、外側板紙１９と
を、引き出し３０の展開図に相当するよう所定の形状にそれぞれ平版打ち抜き機（アロー
カット）で抜型する（図２２）。実施例１では同サイズの上段、中段及び下段として３つ
の引き出しを型取りした。ただ図２２以下の図面では便宜上、一の引き出しを代表として
図示する。
【００３６】
　続いて図２３に示すように、合紙３９及び外側板紙１９を各々組み立てて箱形とする。
この箱形の形状を維持するようテープなどで仮止めして、引き出し内側３７ａ、引き出し
外側３７ｂとする。そして図２４に示すように引き出し外側３７ｂの内側に引き出し内側
３７ａを積層して固定し、引き出し３０を得る。
【００３７】
　さらに引き出し３０の外側３７ｂの表面に、外側用の表面紙４ｂを接着する。まず図２
５に示すように、外側用表面紙４ｂを所定のサイズにポンスで抜く。外側用表面紙４ｂは
引き出し外側３７ｂの展開形状に略一致しているが、外側用表面紙４ｂを引き出し外側３
７ｂに被覆した際に、開口部の端部において内側に折り返すことのできる大きさとする。
さらに、この外側用表面紙４ｂにおいて、引き出し３０の側板７（図２４参照）に相当す
る貼着領域の角部を切り落とす。これにより引き出し３０に対する外側用表面紙４ｂの貼
り加工が容易となる。
【００３８】
　この外側用表面紙４ｂを裁断した後、図２６に示すように、外側用表面紙４ｂの所定の
位置に引き出し３０を配置した状態で、にかわ、ボンドなどの接着材を介して外側用表面
紙４ｂを引き出し３０に接着する。これにより図２７に示すように、引き出し３０の表面
を外側用表面紙４ｂで貼着し、詳しくは引き出し３０の外面側から内側へと折り返し、さ
らに既に貼着されている内側用表面紙４ａ上の一部に積層して接着する。この結果、引き
出し３０の外側及び内側からなる表面のほぼ全てを表面紙４で被覆することとなり、板紙
の下地面が露出されない。
【００３９】
　また、図１及び図２の例では、遊山箱１００において、内部に収納される複数の引き出
し３０をそれぞれ色彩の異なる和紙で被覆している。これによって、収納状態にあっても
窓部２４より露出された引き出し３０の風合いが、遊山箱本体２０との風合いにあいまっ
て美麗な装飾効果をもたらす。例えばそれぞれの引き出し３０を、同一の色相系統による
グラデーション色としたり、あるいは紙質や模様の相違によって種々の組み合わせとする
ことで、箱全体のデザイン性を広げられる。特に図１及び図２に示すように、独特の形状
を備える遊山箱に和紙を組み合わせることで、光の照射具合により繊維の不規則な斑模様
が浮かび上がり、この和紙の風合いがあいまって意匠性を一層高めることができる。また
、図２の例では、それぞれの引き出し３０において、内側と外側に接着する表面紙４ａ、
４ｂの色、柄、質などにおいて統一させて各表面紙の継ぎ目を目立たなくした。ただ、内
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側用表面紙４ａと外側用表面紙４ｂを相違させて、それぞれの面の多様性を享受してもよ
い。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本考案の阿波和紙の遊山箱は、菓子箱、宝石箱、弁当箱、小物入れとして利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】実施例１に係る阿波和紙の遊山箱の斜視図である。
【図２】実施例１に係る阿波和紙の遊山箱の分解斜視図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ’線における断面図である。
【図４】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図５】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図６】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図７】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図８】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図９】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図１０】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図１１】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図１２】遊山箱本体の製造方法を示す説明図である。
【図１３】遊山箱本体の抜本型を示す平面図である。
【図１４】外側用表面紙の抜本型を示す平面図である。
【図１５】遊山箱蓋の製造方法を示す説明図である。
【図１６】遊山箱蓋の製造方法を示す説明図である。
【図１７】遊山箱蓋の製造方法を示す説明図である。
【図１８】遊山箱蓋の製造方法を示す説明図である。
【図１９】遊山箱蓋の製造方法を示す説明図である。
【図２０】引き出しの製造方法を示す説明図である。
【図２１】引き出しの製造方法を示す説明図である。
【図２２】引き出しの製造方法を示す説明図である。
【図２３】引き出しの製造方法を示す説明図である。
【図２４】引き出しの製造方法を示す説明図である。
【図２５】引き出しの製造方法を示す説明図である。
【図２６】引き出しの製造方法を示す説明図である。
【図２７】引き出しの斜視図である。
【図２８】従来例に係る装飾貼箱の斜視図でる。
【符号の説明】
【００４２】
　４…表面紙（和紙）
　４ａ…内側用表面紙
　４ｂ…外側用表面紙
　７…側板
　９…内側板紙
　１１…延長部
　１２…底部
　１３、２３…土手部
　１９…外側板紙
　２０…遊山箱本体
　２０ａ…天板
　２０ｂ…側面
　２１…開口部
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　２２…遊山箱蓋
　２４…窓部
　２５…提げ手
　２６…溝
　２７ａ…本体内側
　２７ｂ…本体外側
　３０…引き出し
　３７ａ…引き出し内側
　３７ｂ…引き出し外側
　３９…合紙
　４９…遊山箱蓋用板紙
　５０…指掛け部
　１００…阿波和紙の遊山箱
　５００…装飾貼箱
　５０１…底面
　５０２…側板
　５０３…妻板
　５０５…身箱
　５０７…和紙
　５０８…粘着剤
　５０９…離型紙

【図１】 【図２】
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